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脳外科における長期療養患者への
　　　　　　　　看護婦の意識について考える
13階東　○上原陽子
1　はじめに
　忙しくケアに追われる毎日の中で、本当はその患者
に何が必要なのか、ということをよく考えないままに
ただ決められた行動をしているような、そんなことを
感じたことからこの考察を整理していくことに至った。
　我が脳外科病棟では、意識障害を伴い、長期臥床、
又、気管切開によって言葉によるコミュニケーション
を閉ざされた患者が多い。そして、私達の行っている
ケアは、全て間違いなく、その患者自身のたあのもの
ではあるが、看護婦が本当に患者の欲求を満たすこと
を目標として行動しているか、という点についてやや
疑問を抱いた。つまり、そのような状態の患者にも、
それぞれの欲求が存在しているということを、自分達
は忘れつつあるのではないだろうか。
　この思いを発端に、今回は、特にそのような状態に
ある患者を対象とした自分を含む看護婦の患者に対す
る、又、看護に対する意識について考察し、その結果
をここに報告する。
H　研究方法
1．対象：13階東看護婦24名（方法②は25名）
2．方法：遷延性意識障害のある長期臥床患者の中か
　　　　　ら患者N氏を選定した上で、
　　方法①口頭インタビュー　実際にN氏のベッドサ
　　　　　イドへ行き、　「今のN氏をみて気付くこと、
　　　　　思うこと」についてインタビューする。
　　方法②質問紙によるアンケート調査（内容）
　　　　　「もしもあなたが今、患者のN氏であった
　　　　　ならば、何をして欲しいと望みますか。今
　　　　　自分がN氏と同じ状況、状態でベッドに横
　　　　　たわっていると仮定して書いてみて下さい」
皿　結果・考察
　研究①（回収率100％）では回答は全部で182回答
あり、全てを集計した後にその回答を下記のように三
種類の意味をもつ回答として分析した。
（1）N（NURSEの略）：看護婦として日常しなければな
　　らないケァや処置が遂行されているかをチェック
　　する目　87／18，回答　48％
（2）NA（NURSE’SACT）：チェックしたことから判断
　　した内容　38／182回答　21％
（3）M（MIND）：看護婦として、或いは看護婦を離れて
　　抱いた感情、又、看護婦としての自分を見直す言
　　動5了／182回答31％
　この分析は、数値はあまり意味をもたない。だが、
一つ一つの回答が、どんな意味を持っているかという
ことは重要である。NAは、言い変えれば、どうする
べきかを模索する看護婦の向上心の現れであり、Mは、
患者の人間性を尊重した気持ちの現れであるととらえ
ることができる。何かに気付くことができたり（N）、
何かを感じたりすること（M）ができれば、それをど
うしていくか（NA）につなげていかなければならな
い。よって、この3パターンの回答は、看護婦が何か
をみてから何かを考えて行動するまでの過程の何処か
に位置していることを表していると考えられる。自分
が今どの段階で留まっているかを知り、更にもう一歩
を踏み出すことで、より意味のある看護を患者に提供
していけるのではないかと考える。
　研究②（回収率100％）では、回答は今のN氏の状
態を象徴しており、「人間らしい扱いをして欲しい」
「家族に傍にいて欲しい」「もっと綺麗な姿でいたい」
という内容の回答、又、N氏の今後を思ってであろ
うが、自分自身の生き様を表現するかのような回答
等が多く重複していた。ここでは「自分だったら…」
という質問ではあったが、N氏にもぞうしてあげたい
が、看護婦でしかない自分にはそれができない、とい
った思いが回答の中には含まれているように感じられ
た。
　実際にN氏のような状態にある患者を理解しようと
するならば、私達看護婦にとっては、自分がそうなっ
たら……と考えることが、その患者の状況、状態を普
通の感覚でとらえることのできる一番の方法であると
思う。何故なら私達は、自ら何も許えることのできな
い多くの患者に見慣れ、そうした状況の中で看護婦と
してのケアを続けているからである。確かに、N氏の
ような状態の患者を、急性期を過ぎ、ほぼ状態の安定
した慢性期患者として看ていけることは、脳外科の看
護婦が身につけた知識、技術としてはとても大切かも
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しれない。だが、そんな中で無意識のうちに何か大切
な感覚が麻痺し、失われてきてはいないだろうか。例
えば、患者中心、患者の人間性、患者の欲求、可能性、
社会性等々、人間対人間の看護の中で重要な言葉が、
今のN氏のような状態の患者にとっては、まるで無縁
であるかのように感じとられ、少しずつ消え薄れてい
く現実があるように思う。しかし、これらの言葉が持
つ重要な意味は、N氏のような患者にこそ忘れてはな
らないのも現実であるし、まして、患者の人間性、社
会性について考えて守っていかねばならないのは、私
達看護婦自身なのではないだろうか。回答の中の「こ
の姿を人に見られたくない」「誰が見ても美しい姿で
いたい」等のプライドを意味する思いはN氏にとって
も同様であり、それを守るためにできることを私達は
していかねばならない。患者が抱いているのであろう
美に対する欲求を満たすことは、看護婦の美意識やセ
ンスに委ねられているとも言えるであろう。そして、
そう考えてとった行動を患者自身が反映しているので
あるから。
　看護婦が日常の中で何かを感じたり、考えたりする
ことは大変大切なことである。研究②の回答の中に
「何かおいしいものを食べさせてあげたい」「社会復
帰させてあげたい」というのがある。実際にはこれは、
今のN氏の現状からも、又、将来的にも不可能な事で
あると思われる。しかし、日々看護婦としてN氏に接
している者が、こういう思いを抱き、口にすることが
できるということは、重要な意味を持つのではないだ
ろうか。不可能と言うだけで何の望みも持たなければ、
そこからは何も生まれてはこないし、半分願うような
この看護婦の思いが、実際には叶わなくても、形を変
えてそれに少しでも近い人間らしい生活をN氏に与え
ることができるのだと私は強く信じている。
　例え患者がどんな状態であっても、私達はそこに一
人の人間が存在していることを決して忘れてはならな
い。
　例えば、看護婦である自分が、ある一つの病室に入．
る場面を想像して欲しい。その部屋が六人部屋であっ
たとして、入った時、もし六人の患者の視線が一つと
してこちらに向けられることがなくても、六人の体が
全て身動き一つせずベッドの上で横たわっていたとし
ても、自分の視界の中で動かない物体も、自分が今回
を向けたその背後にも、自分達と同じ一人の人間が存
在していることを決して忘れてはならない。私達の声
かけに対する返答や反応が感じられないにせよ、患者
が私達を見ている、私達が彼らの存在を理解している
のと同様に彼らも私達の存在を感じとっている、そう
とらえるべきではないだろうか。そしてその上で私達
は、彼らの無言の欲求を理解する努力をしていく義務
があるのだと思う。
　私達は皆、人間の尊厳というものについて学習し、
又、常識、道徳としてそれに対する自分なりの考えを、
それぞれ胸の中に持っているであろう。そしてそれは、
自分の日常の生活の中では、内容は変化することはあ
ったとしても失われることはなく、頻繁に好評するよ
うなことはなくても、決して消えることはない筈であ
る。これは、看護婦という人間にとっても同じである。
しかし、看護職に就き、実際に、植物状態といわれる
に近い状態の患者を対象に、毎日目まぐるしくケアや
処置に追われたり、色々な状況から自分自身に余裕の
ないことを理由に、それについて考えることをしない
場面が多くあるのではないだろうか。本来ならば、毎
日接していきながらもっとその人の将来性や人間性に
ついて考えるべきであり、それが人間の尊厳を見失わ
ないことなのだと思う。傍にいるのだから、看護婦は
患者に対して愛情やその他の感情を持って当然である
し、そしてまた看護婦は、自分自身のその感情が何を
意味し、実際患者に何をもたらすものであるかについ
て考えてみる必要があるのではないだろうか。無感情
なまま機械的に動くことは、例えその行為が誰のため
でもない患者自身のためのものであったとしても、そ
の患者の人間性を無視していることに近いと考えるか
らである。又、今こうしたい、こうしてあげたいとい
う思いがあるならば、看護婦はそのことをその時に何
らかの形で実行していかねばならないと思う。その時
に見送った行為をまた同じように何度も思ったとして
も、人の想いや感情は無意識のうちにその色の濃さを
失い、それに対する情熱もまた同様に冷めていってし
まうであろうと考えるからである。そうして忘れられ
た思いと同時に、私達の看護の質といわれるものも下
がってきてはいないだろうか。
IV　おわりに
　この研究は、まず研究①を行うことで看護婦が日常
の自分の看護を見つあ、次に研究②を行うことで患者
の欲求をとらえようとすることにつながり、①、②の
両方を回答することで実際にN氏に対して自分がすべ
きことを改めて考え直す糸口になるのではないか、と
いう意図のもとに行ったものである。そして、考え直
すという時点できっと、N氏のみならず同様な状態に
ある全ての患者に対する人間性についてもう一度見つ
め直すであろうことを期待した。従って回答そのもの
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より、回答することで、看護婦の心情に何かを思い起
こさせるような変化があれば、そこにこの研究の意味
があったと言える。
　今後もただ忙しい日常に振り回されて終わるのでな
く、もっと高度で難しい問題があることを忘れずに、
スタッフと一緒に、そして自らもそういう看護を続け
ていきたいと考える。
　この研究にあたり御協力下さいました皆様に深く感
謝致します。
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研究②＝質問紙によるアンケート調査結果
（回答）
・身の周りをきれいにしてほしい
・お風呂に入りたい
・毎日足を洗ってほしい
・体をきれいにしてほしい
・髪をとかしてほしい
・保清を徹底してやってほしい
・髪を洗ってほしい
・誰がみてもきれいな姿でいたい
・口の中をきれいにしてほしい
・きれいな格好でいたい
・眼の洗浄、点眼を徹底してやってほしい
・体交を丁寧にやってほしい
・疾が楽にでるようにしてほしい
・疾等に早く対処してほしい
・日常のケアをちゃんとしてほしい
・家族に傍にいてほしい
・少なくとも家族には見守られていたい
・家に帰りたい
・自分のふとんで寝ていたい
・自分の家で眠りたい
・温かくて、やわらかいところで寝たい
・家族や友人に傍にいてほしい
・家族に傍にいて話しかけてもらいたい
・家族に何かしてほしい
・家族に足浴、洗面、清拭などをしてほしい
・自分が家族であることを忘れないでほしい
・家族への援助をしてほしい
・温かくて、自分の好きな音楽や花に包まれた
雰囲気の中にいたい
・日当たりのいい個室で過ごしたい
・音楽を聴かせてほしい（理解できなくても）
・愛情のある言葉がほしい
・汚い、臭いといわれたくない
・視界に変化を与えてほしい（季節感等）
・散歩等、気分転換をしてほしい
・口から水が飲みたい
・少しベッドを起こしてほしい
・足が痛いからぶっけないでほしい
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・楽な体位にしてほしい
・吸引後も足を伸ばして欲しい
・感染させないでほしい
・学生などに処置されたくない
・痛いから手を下にしないでほしい
・痛みを与えないでほしい
・人にみせたくない
・家族以外にみせないでほしい
・人に迷惑をかけたくない
・もっと声をかけてほしい
・優しくしてほしい
・体交中等に別の話をしないでほしい
・わからなくても、話しかけ、刺激してほしい
・人間らしい扱いをして欲しい
・少しでもよくなる望みをもっていたい
・自分の欲求を満たしてほしい
・自分の気持ちをわかってほしい
・何も望まない
・酸素も外してほしい
・皆に見守られて静かに死にたい
・自分の時間を一日だけもらって家族と一緒に
いて、その後指にたい
・早く楽にしてほしい
・治療しないで早く死にたい
・元に戻れないなら生きていたくない
・早く死にたい
・死んだほうがましである
・きれいな顔で死にたい
・安楽死させてほしい
・自然に任せてほしい
・延命処置をしてほしくない
・前に危険な状態だった時に死にたかった
・家族に惜しまれるうちに最後を迎えたい
・元気な頃の威厳があるうちに最後を迎えたい
・ボディイメージに変化がないうちに最後を迎
えたい
・何の治療も望まない
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